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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
を
象
徴
す
る
パ
ク
ー

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
と
は
、
善
き
者
も
悪
し
き
者
も
、

澄
ん
だ
物
も
濁
っ
た
物
も
、
す
べ
て
受
け
入
れ
、
消
化
し
、

栄
養
と
す
る
、
包
容
力
と
強
靭
さ
を
備
え
た
精
神
を
言
い

ま
す
。
父
母
の
心
情
、
博
愛
精
神
、
主
人
意
識
、
不
撓
不

屈
、
ア
ガ
ペ
ー
、
千
手
千
眼
、
等
々
の
エ
ッ
セ
ン
ス
す
べ

て
を
含
み
ま
す
。
究
極
的
に
は
創
造
神
の
よ
う
な
愛
の
精

神
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
五
章
45
節
）
で
、
人
間
社
会

で
は
完
全
な
実
体
を
見
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
自

然
界
に
は
そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
被
造
物
が
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
が
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
生
息
す
る
パ
ク
ー
と
い
う
魚

（
学
名：

P
i
a
r
a
c
t
u
s
m
e
s
o
p
o
t
a
m
i
c
u
s

）
で
す
。

パ
ク
ー
の
故
郷
は
、
上
の
写
真
の
よ
う
な
、
大
河
に
接

続
す
る
栄
養
豊
か
な
湿
原
で
す
。
仔
魚
時
代
は
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
食
べ
、
幼
魚
や
成
魚
に
な
る
と
、
植
物
性
、
動
物

性
を
問
わ
ず
採
餌
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
く
成
長
し
ま
す
。

体
長
一
㍍
弱
の
長
寿
個
体
が
捕
獲
さ
れ
た
記
録
も
あ
り
ま

す
。
パ
ク
ー
は
全
身
に
強
い
筋
力
を
持
ち
、
前
歯
も
奥
歯

も
す
べ
て
頑
丈
な
臼
歯
で
す
が
、
獰
猛
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ク
ー
は
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
生
命
力
に
優
れ
て

い
ま
す
。
選
り
好
み
せ
ず
に
何
で
も
よ
く
食
べ
て
成
長
し
、

し
か
も
美
味
で
栄
養
価
の
高
い
パ
ク
ー
に
は
、
チ
ャ
ン
チ
ョ
・

デ
・
リ
オ(

川
の
豚)

と
い
う
異
名
も
あ
り
ま
す
。

水
産
資
源
と
し
て
の
パ
ク
ー
放
流
と
学
術
調
査
へ

レ
ダ
基
地
で
は
、
国
立
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
水
産
学
科

の
マ
グ
ノ
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
た
ち
の
協
力
を

得
て
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
パ
ク
ー
の
人
工
孵
化
に
初

め
て
成
功
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
稚
魚
の
育
成
と
放
流

を
進
め
、
食
用
魚
と
し
て
の
養
殖
技
術
を
研
究
し
続
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
、
パ
ク
ー
の
故
郷

に
お
い
て
こ
れ
ら
が
実
現
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、

自
然
繁
殖
に
極
め
て
近
い
条
件
下
で
の
パ
ク
ー
の
科
学
的

な
生
態
調
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
水
産
資
源
の
回
復

と
地
場
産
業
の
育
成
を
目
指
し
、
諸
機
関
、
諸
自
治
体
と

協
力
し
な
が
ら
、
マ
ー
カ
ー
付
き
放
流
魚
の
移
動
・
分
布

や
成
長
状
況
が
調
査
さ
れ
ま
す
。
今
年
五
月
八
日
の
放
流

式
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
発
式
と
な
り
ま
す
。

リアチョ（支流・分流）では、原流域の森林から運ばれてきた養分により、プランクトン、水草、小魚などが豊富に繁殖する。

パクーのふるさと

養殖作業を体験する青年奉仕隊員



五
月
八
日
、
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式
典
の
た
め
に

放
流
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
と
関
心

レ
ダ
基
地
で
は
、
国

立
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
協
力
を
得
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の

水
産
資
源
の
回
復
と
チ
ャ
コ
地
方
の
地
場
産
業
の
振
興
、
環

境
保
全
を
目
的
に
、
三
年
前
か
ら
パ
ク
ー
の
稚
魚
を
育
て
、

パ
ラ
グ
ア
イ
川
に
放
流
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
放
流
の
適
期

は
、
稚
魚
の
成
長
の
度
合
い
を
見
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
本
年

は
、
来
る
五
月
八
日
の
放
流
式
典
を
中
心
に
、
約
10
万
匹
の

稚
魚
を
放
流
す
る
予
定
で
、
政
府
、
地
元
民
、
関
係
自
治
体

な
ど
が
、
大
き
な
期
待
と
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
と
環
境
保
全
の
両
立

パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
大

豆
栽
培
（
主
に
国
土
の
南
東
部
）
と
牧
畜
（
主
に
北
西
部
）

が
主
産
業
で
す
が
、
い
ず
れ
も
始
め
に
森
林
を
大
規
模
に
伐

採
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
自
然
環
境
が
少
な
か
ら
ず
損
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
森
林
と
水
域
の
生
態
系
が
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
に
と
っ
て
、
環

境
保
全
と
水
産
資
源
の
回
復
の
両
立
は
、
頭
の
痛
い
問
題
な

の
で
す
。
加
え
て
、
先
住
民
の
生
活
の
質
も
向
上
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
国
に
と
っ
て
、
私
た
ち
が
超
過
疎
地

で
あ
る
チ
ャ
コ
地
域
に
お
い
て
、
パ
ク
ー
の
完
全
養
殖
に
成

功
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
予
想
以
上
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。

ご
支
援
の
お
願
い

私
た
ち
が
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に
放
流
す

る
稚
魚
に
は
固
有
の
マ
ー
カ
ー
が
付
け
ら
れ
、
諸
機
関
が
協

力
し
て
学
術
的
な
追
跡
調
査
を
行
い
、
そ
の
最
大
限
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
の
方
法
が
研
究
さ
れ
ま
す
。
レ
ダ
が
人
工
孵

化
に
挑
戦
、
成
功
し
た
時
の
よ
う
に
、
ま
た
日
本
の
「
は
や

ぶ
さ
」
と
「
あ
か
つ
き
」
の
奇
跡
を
起
こ
し
た
チ
ー
ム
の
よ

う
に
、
今
後
も
地
道
で
粘
り
強
い
努
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
と
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
る
三
月
十
四
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
、
レ
ダ
基

地
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン

の
教
会
に
よ
る
21
日
間
の
修
練
会
が
開
催
さ
れ
、
17

名
の
青
年
男
女
が
参
加
し
ま
し
た
。
レ
ダ
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
は
こ
れ
ま
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
や
青
少
年
を
対
象
と

す
る
幾
多
の
研
修
行
事
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
長
期
の
修
練
会
が
催
さ
れ
た
の
は
、
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
二
日
間
の

先
住
民
村
へ
の
奉
仕(

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
の
大
教
室
と

廊
下
の
塗
装
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
等)

と
、
三
日
間
の
レ

ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ぶ
特
別
講
座(

佐
野
氏
の
講
義
、
中

田
所
長
の
講
話
と
証
、
開
墾
体
験
、
養
殖
作
業
体
験
、
釣
り

と
乗
馬
体
験
、
タ
ロ
イ
モ
収
穫
等)

が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
す
べ
て
の
時
間
に
全
力
投
球
し
、
感
動
を

受
け
、
人
に
感
動
を
与
え
、
修
了
式
と
事
後
の
報
告
会
で
は
、

涙
な
が
ら
に
感
想
を
述
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。(

佐
野
氏
よ
り)

レダ基地セミナーハウスで21日修練会 支
援
金
専
用
口
座

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

記
号

１
０
２
８
０

番
号

６
１
３
４
９
７
５
１

名
義
人

一
社
）
南
北
米
福
地
開
発
協
会

フランコ前大統領夫妻とマグノ教授(レダ)

成魚とほぼ同じ姿にまで成長した稚魚

エスペランサで歓迎を受ける。

子供たちとの交流にも全力投球。

先住民村に来た非先住民の青年。 講義中の風景(レダ・セミナーハウス)

閉講式(レダ・セミナーハウス)

ミリタリー機でレダに到着。

開講式の中田所長(右)と佐野氏。

フェリックス講師。

台所担当者の活躍も大切。

進行係ほか全般に大奮闘。



四
月
二
日
（
土
）
東
京
渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、
国
際
交
流
棟
に
お
い
て
、

当
法
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を
守
る
会
の
共
催
に
よ
り
、
第

十
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
以
上
に
桜
の
開
花
も
美
し
い
会
場
に
、
64
名
の
参
加

者
、
講
師
陣
、
ス
タ
ッ
フ
が
集
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
終
始

に
こ
や
か
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。
今
回
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
再
構
成
し
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
ま
し
た
。
柴
沼
講

師
は
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
の
解
説
に
新
た
な
視
点
と
内
容
を

盛
り
込
み
、
多
く
の
動
画
・
写
真
も
駆
使
し
て
、
提
唱
者
の

理
想
が
現
実
感
も
豊
か
に
、
分
か
り
易
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
高
津
講
師
は
、
屋
外
講
義
で
参
加
者
た
ち
と
共
に
タ

ブ
ノ
キ
と
モ
チ
ノ
キ
を
囲
み
、
本
物
の
森
造
り
を
奨
励
し
ま

し
た
。
屋
内
講
義
で
は
、
リ
オ
の
伝
説
の
ス
ピ
ー
チ
（
92
年

当
時
12
歳
の
少
女
セ
ヴ
ァ
ン
・
ス
ズ
キ
）
ほ
か
、
地
球
温
暖

化
問
題
に
対
す
る
世

界
的
に
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
見
識
な
ど

も
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ダ
で
植

樹
園
の
管
理
を
中
心

に
業
務
全
般
を
担
当

し
て
い
る
伊
達
氏
は
、

自
分
自
身
の
生
の
体

験
を
参
加
者
に
伝
え
、

共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

恒
例
の
最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
各
講
師
を
囲
ん

で
の
懇
親
会
で
は
、

各
参
加
者
が
希
望
す

る
小
グ
ル
ー
プ
で
講

師
と
親
し
く
交
流
し
、

質
問
等
を
し
ま
し
た
。

研
修
会
参
加
者
の
感
想
文
よ
り
（
抜
粋
）

●
レ
ダ
開
発
の
意
義
、
内
容
を
よ
く
理
解
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
、
情
熱
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
先
生
方
を
通
し
て
、
私
も
そ
の
よ

う
に
真
剣
に
考
え
て
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
で
す
。(

58
歳

女
性)

●
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
、
レ
ダ
と
い
う
名
前
は
よ
く
聞
い

て
は
い
て
も
、
実
際
ど
う
い
う
土
地
か
全
然
知
ら
ず
に
い
ま

し
た
が
参
加
し
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
文
先
生
の
精
神
を

引
き
継
ぎ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
私
も
相
続
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。(

27
歳
男
性)

●
自
然
保
護
に
関
し
て
文
先
生
の
教
え
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
レ
ダ
の
地
で
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
現
在
と
未
来
を
作
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

(

32
歳
女
性)

●
レ
ダ
で
取
り
組
ま
れ
た
先
生
方
の
姿
を
見
て

理
解
で
き
ま
し
た
。
苦
労
し
て
で
き
た
実
が
ど
れ
程
素
晴
ら

し
い
か
、
人
の
心
を
と
ら
え
る
か
と
感
じ
ま
す
。
思
い
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。
感
動
し
て
い
ま

す
。(

61
歳
女
性)

●
シ
イ
、

カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。
タ
ブ
ノ
キ
の
力

強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
防
災
と

い
う
点
か
ら
も
、
植
生
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(

50
歳
男
性)

●
こ
れ
か
ら
の

進
路
選
択
を
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
こ
と
を

考
え
な
が
ら
将
来
に
つ
い
て
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。(

17
歳
女
性)

第
十
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会

ど
ん
な
人
々
、
環
境
を
も
父
母
の
心

情
で
包
み
込
む
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
！

★
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
理
想
郷
建
設(

柴
沼)

★
本
物
の
森
造
り
と
地
球
環
境
問
題
救
済
の
道(

高
津)

国際交流棟の桜並木の下で、にこやかに記念撮影

レダを体験した青年は、今！ (第6回)

世界の教育環境改善のために働きたい！
Ｑ.なぜ青年奉仕隊に参加
しようと思いましたか？

Ａ.大学では、一般的な授
業に加え、実験や教職の

単位も取り、またアルバ

イトもしていました。学

期中忙しく過ごした分、

長期休暇の時には海外ボ

ランティアに参加し、新

鮮な体験をすることにし

ていました。インターネッ

トでボランティアの募集

を探し、フィリピンで道

路を作ったり、タイで農

業のボランティアをした

ことがあります。母からパラグアイの青年奉仕隊のことを聞き、

参加しようと思いました。

Ｑ.パラグアイでの青年奉仕隊活動が、他の海外ボランティア活
動と比べて、より印象的だったのは、どんな点ですか？

Ａ.一番印象的だったのは、レダを開拓してきた先生たちの精神
世界です。青年奉仕隊に参加した期間、レダの先生方や奉仕隊の

メンバーたちと話し合う時間がたくさんありました。さまざまな

話を聞き、共に過ごす中で、今まで遠く感じていた崇高な精神世

界が少し身近に感じられるようになりました。

Ｑ.具体的なプログラムでの違いは感じましたか？

Ａ.プログラムにいろんな都市の名前が載っていたのですが、本
当にびっくりするほど飛び回ったので衝撃的でした。長時間バス

で移動しながら、ある時は物凄い砂嵐に遭遇し、バスの中まで砂

ぼこりが入ってきて大変でした。マスクやタオルを顔に当てて必

死に防ぐという忘れられない体験もしました。

Ｑ.今後の進路について聞かせてください。

Ａ.今年の終わり頃から２年間、JICAの青年ボランティアで理科
教諭としてモザンビークに行ってくる予定です。今まで参加した

海外ボランティアが短期だったので、もっと長い期間やってみた

いという気持ちがありました。大学卒業後の進路について、就職

や大学院なども考え悩みましたが、やっぱり海外ボランティアが

やりたいと思いました。まずは２年間の任務を完了し、その後も

世界の教育環境改善のために働きたいと思います。

染谷情佳（もとか）さん
第14回国際協力青年奉仕隊員 東洋大
学応用化学科卒業 JICA青年海外協力
隊 選考合格

柴沼講師

高津講師

伊達氏

タブノキやモチノキの下で野外講義



三
月
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
、
川
崎
市
の
高
津
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
、
第
十
五
回
環
境

問
題
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
山
形
大
学
を
定

年
退
職
後
、
夢
創
工
房
研
究
員
と
し
て
活
躍
す
る
皆
川
雅
朋

工
学
博
士
。
テ
ー
マ
は
、
「
地
球
規
模
の
災
害
防
止
の
特
効

薬：
カ
ッ
セ
ー
チ
ッ
プ
工
法
」
で
、

23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

皆
川
先
生
と
そ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
天
然
・
人
工
ゼ
オ
ラ
イ
ト

等
の
吸
着
特
性
を
持
つ
物
質
を
追

究
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
カ
ッ
セ
ー

チ
ッ
プ
工
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
で
は
、
同
工
法
の
様
々
な
効
果
と
活
用
法
を
、

デ
ー
タ
図
表
や
チ
ャ
ー
ト
図
等
を
用
い
て
、
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
川
先
生
の
指
導
に
よ
り
、
学
生
た
ち

の
研
究
に
お
い
て
も
、
土
壌
の
浄
化
や
悪
臭
の
除
去
な
ど
に
、

成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
な
ど

も
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
極
め
て
興

味
深
か
っ
た
の
は
、

セ
シ
ウ
ム
等
の
放
射

性
物
質
の
吸
着
・
回

収
に
も
、
カ
ッ
セ
ー

チ
ッ
プ
が
効
果
の
あ

る
こ
と
が
実
験
で
示

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

短
い
時
間
の
中
で
は

す
べ
て
を
聴
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
う
れ
し
い
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
六
月
四

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: http://asd-nsa.com

日
（
土
）
の
開
催
予
定
で
す
。
（
戸
石
記
）

講
義
メ
モ

●
今
の
時
代
の
特
徴
＝
単
一
因
子
の
解
決
だ
け

で
は
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
多
く
の
因
子
が
複

雑
に
絡
ま
っ
て
い
る
。
根
本
原
理
に
遡
っ
て
解
決
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
ず
、
有
効
な
結
果
が
得
ら
れ
に
く
い
。
●
日
本

社
会
の
課
題
＝
問
題
に
つ
い
て
反
省
は
す
る
が
、
そ
の
反
省

を
教
訓
と
し
て
後
世
に
活
か
す
仕
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
。
●
新
し
い
研
究
の
成
果
が
日
本
で
正
し
く
認
め
ら
れ
な

い
場
合
、
海
外
で
発
表
す
る
と
い
う
道
が
あ
る
。(

小
田
記)

お便り募集

読者の皆様からのお便りを募
集します。本紙記事へのご感
想や提案、皆様個人やご家
庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

本
年
も
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
を
派
遣
し
ま
す
。
あ
な
た
の

若
い
日
に
、
地
球
の
反
対
側
に
飛
び
、
汗
を
流
し
て
異
文
化

の
人
々
と
心
を
通
わ
せ
る
奉
仕
活
動
！

原
初
の
姿
の
大
自
然
に
触
れ
、
自
分
自
身
を
脱
皮
し
て
、

未
知
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

期
間

八
月
二
四
日

～

九
月
十
一
日
（
予
定
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

レ
ダ
近
隣
地
域
で
の
奉
仕
活
動
、
レ
ダ
で
の

活
動
体
験
（
開
拓
・
植
樹
・
栽
培
・
牧
畜
・
養
殖
・
釣
り
・

乗
馬
な
ど
）
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
築
い

た
都
市
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
、
先
住
民
の
村
、
イ
グ
ア
ス
の
滝
な

ど
の
見
学
・
観
光
な
ど
（
予
定
）

参
加
費

十
五
万
円
（
参
加
者
の
負
担
額
）

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

応
募
締
め
切
り

一
次
選
抜

四
月
三
十
日
、
二
次
選
抜

五

月
三
十
一
日

応
募
は
健
康
な
方
に
限
り
ま
す
。

連
絡
先

office@
asd-nsa.com

（
担
当

島
田
賢
二
）

第
十
六
回
青
年
奉
仕
隊
員
募
集
!!

新しい妹です(バイア・ネグラ)

大人気、自撮り(エスペランサ)

第
十
五
回
環
境
問
題
研
究
会

地
球
規
模
の
災
害
防
止
の
特
効
薬
＝
放
射
能
汚
染
さ

れ
た
山
林
・田
畑
の
画
期
的
な
浄
化
法
を
提
示
！

皆川雅朋先生(前列中央)と環境問題研究会参加者たち。

語る皆川雅朋先生


